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大阪湾の再生を担う将来世代の育成をみんなで考えます。
～２月１９日 大阪湾で３年ぶりに「海の再生全国会議」を開催～

四大湾（東京湾、伊勢湾、大阪湾、広島湾）の海の再生プロジェクトの成果や課題、教訓な
どを基に、全国の閉鎖性水域の再生プロジェクトに展開させるとともに、全国の海の環境再
生につながる取組の情報共有・情報発信を行うことを目的とした『海の再生全国会議』を開催
します。

１８回目となる本会議は「大阪湾再生の今、そしてこれから～湾再生を支える将来世代の
育成を着実に進めるために必要なこと～」をテーマに開催、話題提供やパネルディスカッショ
ンを通じ、大阪湾などの再生を担う将来世代の育成をみんなで考えます。

１．日時：令和６年２月１９日（月）1３：００～１７：００
２．会場：オービックホール

大阪市中央区平野町４－２－３ オービック御堂筋ビル２階
３．プログラム（詳細は別紙１のとおり）

第１部 大阪湾再生の今とこれから
・基調講演「大阪湾の『いま』と『これから』」 大阪公立大学大学院 教授 重松 孝昌氏
・報告「大阪湾再生行動計画（第三期）の策定に向けて」

第２部 大阪湾（及び各湾）の再生を担う将来世代の育成をみんなで考える
・話題提供「海と森・里・川の環境教育・学習、将来世代育成の実践事例」（４事例）
・各湾再生推進会議からの取組紹介（東京湾、伊勢湾、広島湾、大阪湾）
・パネルディスカッション
コーディネーター 徳島大学環境防災研究センター 客員教授／大阪湾見守りネット代表 中西 敬氏

第１８回海の再生全国会議に先立ち、一般財団法人 みなと総合研究財団が主催する
「第１回全国海の再生・ブルーインフラ賞 授賞式」を開催する予定です。

４．定員：会場先着２００名、オンライン５００名
５．申込方法：事前申込制（締切：令和６年２月１５日（木））（参加費無料）

※別紙１の「お申し込み方法」を参照のうえお申し込み下さい。
＜取材について＞

別紙２の電子メール（pa.kkr-evt-schedule1@ki.mlit.go.jp）にて事前登録願います。

＜取扱い＞

＜配布場所＞
近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ、神戸海運記者クラブ、神戸民放記者クラブ、みなと記者クラ
ブ、港湾新聞社、マリタイムデーリーニュース社、海事プレス、港湾空港タイムス（都市計画通信社）

＜問合せ先＞
国土交通省 近畿地方整備局

港湾空港部 土砂処分管理官 黒川 文宏（くろかわ ふみひろ）
海洋環境・技術課長 中川 雅史（なかがわ まさし）

TEL：０７８－３９１－３１０３（直通）



日時：令和6年2月19日（月） 13：00 ～ 17：00 （開場 12：30）

場所：オービックホール
大阪市中央区平野町4-2-3 オービック御堂筋ビル２F
（大阪メトロ御堂筋線「淀屋橋」駅から徒歩3分）

お申し込み方法 申込み〆切：令和6年2月15日(木)
１．専用フォームから申込み
下記のアドレスにアクセス、または右の２次元バーコードを読み取って
専用の申込フォームでお申し込みください

https://forms.office.com/r/mRDeaw6336 ( ← リンクをクリック)
２．E-mailで申込み：以下の情報を umi-saisei18@wave.or.jp あてにお送りください

①氏名、②所属、③E-mailアドレス、④参加方法〔会場 or オンライン〕、⑤CPD申込の要否

☆会場参加申込みが定員に達した場合はオンライン参加となりますのであらかじめご了承ください
☆オンライン参加の方には後日ウェビナーの招待メールをお送りします
問合せ先：一般財団法人みなと総合研究財団 担当：源平・菅家

E-mail：umi-saisei18@wave.or.jp

参加無料

会場定員 先着２００名
オンライン ５００名

主催：国土交通省 近畿地方整備局
後援：大阪湾再生推進会議、東京湾再生推進会議、伊勢湾再生推進会議、広島湾再生推進会議

海の再生全国会議は
土木学会認定ＣＰＤ
プログラムです。

＆ 第1回全国海の再生・ブルーインフラ賞 授賞式

プログラム
13：00 開会
13：05 第１回全国海の再生・ブルーインフラ賞 授賞式

プログラム
13：55 開会
14：00 第1部 大阪湾再生の今とこれから

・基調講演「大阪湾の『いま』と『これから』」
大阪公立大学大学院 教授 重松 孝昌 氏

・報告「大阪湾再生行動計画（第三期）の策定に向けて」
国土交通省 近畿地方整備局 企画部 環境調整官 児玉 孝司 氏

15：00 第2部 大阪湾(及び各湾)の再生を担う将来世代の育成をみんなで考える

・話題提供「海と森・里・川の環境教育・学習、将来世代育成の実践事例」

「琵琶湖での環境学習『びわ湖フローティングスクール』」

滋賀県立びわ湖フローティングスクール 所長 安江 利光 氏

「『大阪湾の海の森（藻場）保全・再生プロジェクト』における関西国際空港の取組」

関西エアポート株式会社 渉外本部 地域連携部 地域共創グループ 門田 亜也 氏

「大阪湾奥部での環境学習プログラムと環境再生の取組について」

株式会社 海遊館 普及交流チーム マネージャー 川邉 由里子 氏

「学校で学ぶ大阪湾〜チリメンモンスターを活用した水産海洋教育の取組〜」

きしわだ自然資料館 学芸員 柏尾 翔 氏

・各湾再生推進会議からの取組紹介（東京湾、伊勢湾、広島湾、大阪湾）

・パネルディスカッション

コーディネーター 徳島大学環境防災研究センター 客員教授/大阪湾見守りネット 代表 中西 敬 氏

主催：一般財団法人 みなと総合研究財団
後援：国土交通省

＜第１回全国海の再生・ブルーインフラ賞 授賞式＞

＜第１８回海の再生全国会議 in大阪＞

別紙１

https://forms.office.com/r/mRDeaw6336
mailto:umi-saisei18@wave.or.jp
mailto:umi-saisei18@wave.or.jp


【別紙２】

『第１８回 海の再生全国会議ｉｎ大阪』 取材登録書

『第１８回 海の再生全国会議ｉｎ大阪』 について、当日傍聴を希望される方は、２月１５日

（木）１５時までに電子メールにて事前申込みをお願いします

【申し込み方法】

メール本文に、

①貴社名

②参加人数

②担当者氏名（ふりがな）・所属部署名等

③連絡先（郵便番号・住所・電話番号・E-mail）

④傍聴方法（会場またはオンライン）

を記載の上、近畿地方整備局 港湾空港部 海洋環境・技術課（pa.kkr-evt-schedule1@ki.

mlit.go.jp）までご送付ください。

【備考】

・海の再生全国会議は傍聴のみとなります。ご質問等がある場合は、会議終了後、下記のお

問い合わせ先にご連絡ください。

【お問い合わせ先】

近畿地方整備局 港湾空港部 土砂処分管理官 黒川 文宏

海洋環境・技術課長 中川 雅史

TEL：０７８-３９１-３１０３（直通）
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